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二見伸吾さんが、憲法の連載講座を始めます。

『主権者力を磨く』というタイトルです。

この講座の個性は、何と言っても二見さんが取り組んできた憲法学習運動

のただ中でつくられたものだという点にあります。それは、二つの点でとてもユ

ニークな特徴を生んでいます。

●憲法の学び直しの過程

ひとつは、この講座が、労働者や市民の人びとに憲法を語り、改憲の危険を

訴える過程で、二見さん自らが憲法を学び直した、その努力の道のりを忠実に

再現している点に現れています。

たとえば、第１章「日本国憲法のこころを聴く」は、憲法前文に関する二見さ

ん自身の格闘の産物です。彼は、ここで、「前文」の英文にあたり、池田香代子

さんの訳にもあたりながら、「前文」の読み直しをすすめていきます。

ついで、第２章「こころ優しき憲法」では再び憲法の人権条項に検討が及び

ます。ここでも、憲法についての新しい発見があります。憲法は、９条だけでな

く、13条の個人の尊重がもう一つの柱となってできているという発見です。二見

さんは、そのことを伊藤真さんの言説を手がかりに考えていくのです。

第３章「日本国憲法の原点 ヒロシマ」では彼が憲法を捉え直す契機となっ

たヒロシマが語られます。そこでもヒロシマについての彼自身の足で歩いた学

習と発見の過程が再現されています。

第４章「改憲のねらいと方法」ではそうした憲法を今変えようとする動きが検

討されたあと、第５章「諸悪の根源 日米安保条約」では改憲を生む安保の系
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譜がたどられるのです。

第６章「戦争をしない地球へ」で、再び、憲法を生んだ20世紀の戦争とそれ

に対抗する平和への営みの系譜がたどられ、21世紀を私たちがどう生きるか

について考える内容になっています。

こうしたユニークな構成は、二見さんの、憲法についての、行きつ戻りつしな

がらの捉え直しの過程をなぞったもののように思えてなりません。

●憲法についての個性ある切り口

もう一つの特徴は、この講座が、労働者や市民に著者が憲法と改憲の危険

性を訴える際の独特の切り口、語り口となっているという点です。

現代の憲法「改正」に反対して、その思いを市民に訴えてまわっている、数

少なくない活動家や知識人、研究者は、憲法と憲法「改正」について、それぞ

れの憲法理解にもとづく個性ある切り口をもっています。

自分のことを例にあげて恐縮ですが、僕の場合には、一番訴えたいのは、

憲法は死んでいない、僕たちの先輩や僕たち自身の運動の力で、憲法は日

本社会を変えてきたし今も影響を与えつつある、という点です。ですから僕は、

憲法が危機にあるという点ももちろん強調しますが、どちらかといえば、憲法よ

くがんばってきたといいたいのです。こうした僕の切り口は、もちろん僕自身の

憲法についての理解にもとづいています。こうした切り口に対してしばしば市

民の方から、“日米軍事同盟で自衛隊が憲法を逸脱して共同作戦に踏み切っ

ている状況を過小評価しているのでは”、という質問を受けます。そういう人は、

憲法「改正」の問題を話すとき、当然、僕とは異なる切り口になるだろうと思いま

す。

二見さんは、この連載講座で二見さんでなければ絶対しないような語り口を

提示しています。そこには、たとえば僕のそれとはおおいにことなる、なるほ

ど、二見さんの個性が現われているのです。

●憲法とヒロシマ

憲法についての著作なのに、いったいどうして「ヒロシマ」が出てくるのでしょ

うか？ それはちっともおかしくないと考える人も少なくないでしょう。いうまで

もなく、ヒロシマはアジア・太平洋戦争で原爆の落とされた地です。日本国民が
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戦争ということをふり返るとき、沖縄

や長崎と並んで、まずは思い起こす

場所です。ですから、ヒロシマという

地から、日本国憲法の九条の意味

を問い直すということは十分に自然

のようにもみえるのです。現に、ヒロ

シマという地から憲法を考えた本に

は、大江健三郎の『ヒロシマ・ノート』

をはじめ、すぐれた本が少なくありま

せん。私ごとになりますが、僕が大

江さんのこの本を手にしたのは、僕

が大学受験で浪人をしていた1965

年のことでした。僕は、大江さんの『厳粛な綱渡り』や『ヒロシマ・ノート』を手に

持って喫茶店に入り、たばこを手に本を開いて、いっぱしの大人になった気分

でした。

しかし二見さんにとって、ヒロシマにはそれ以上の独特の思いが込められて

いるようです。というのは、ヒロシマは、神奈川生まれの二見さんが初めて労働

者学習運動に携わった地でもあるからです。ヒロシマで原爆の被害に遭った人

びと、また戦後ヒロシマに生まれ育った人びとにとって、ヒロシマは現にそこに

あるものであり、逃れようもありません。しかし二見さんはヒロシマに生まれたわ

けではありません。二見さんにとってヒロシマは自ら選びとった場所なのです。

もちろん、それに加えて、ヒロシマでの彼の経験や観察が彼の憲法観の内

容に大きな刻印をしたということもあります。その意味では、彼にとって、ヒロシ

マは、二重の意味で重いものがあるといえるようです。この本での二見さんのヒ

ロシマへの探求は、ヒロシマに生まれ育ってはいない日本人にとってのヒロシ

マへのかかわり方の、すばらしい例のひとつを示しています。

●運動のなかでの出会い

僕が二見さんとはじめてあったのは、2002年9月、ヒロシマに講演にいったと

きでした。そのあと、彼から『いま君にできること』（学習の友社）という本を送って

もらいました。2004年6月のことです。

ちょうど、その月、日本の憲法「改正」反対の運動に、ひとつの、しかし小さく

ない転機が訪れました。加藤周一さん、大江健三郎さんたち九人の呼びかけ
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で、「九条の会」が発足したからです。それからというもの、僕は今までにも増し

て、憲法「改正」、とくに九条「改正」に反対する集会などで各地を飛び回らな

ければならなくなりました。なんでこんなに、という気持にもなりましたが、僕より

一回り、二回り齡を重ねた人びとががんばっているんだから仕方ないか、と歯

を食いしばる思いでまわっています。

きっと二見さんもそうだったのでは？と推測します。二見さんの講演や活動

でも、このころから憲法のことが中心に座りはじめたのではなかったでしょうか。

僕が二見さんに再びお会いしたのは、2007年6月9日、またしても「九条の会」

の講演会においてでした。

「九条の会」は、2009年6月で結成から５周年を迎え、全国の「九条の会」

は7300を超えています。こうした営みが、憲法九条に対する国民の意識を再

び変化させつつあります。二見さんも僕も、そんなたくさんの人々の運動の端

っこにかかわっているという連帯の気持があります。

この連載講座を機に、憲法「改正」に反対する運動が、新しい昂揚をみるこ

とを願っています。また、この講座が多くの市民たちの手に渡り、読まれ、検討

され、彼ら、彼女らが改憲反対に向かって新たな一歩を踏みだす契機となるこ

とを期待しています。

2009年5月３日 62回目の憲法記念日に
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剣を鋤にかえ、槍を鎌にかえよう。
すき や り

武器を鋳とかして、
い

たがいにあいさつをかわすときに鳴らす

鐘にかえよう。

すべての諸国民がその剣をふりかざさず、

隣人を戦争で襲うことのないように。

われらすべてのものは、

平和の美しさのなかで、

幸福を心から味わうように

なろうではないか

（ブレゾヴァ・ヴァウリネス「ドマズリチェの勝利を歓呼する歌」）

●なぜ「主権者力」なのか？

この講座のタイトルは「主権者力を磨く」です。

「主権者力」とはいったい何か？

そもそも「主権」っていったい何なのでしょう？？

連載講座

主権者力を磨く
日本国憲法と変革の時代

第1章 憲法のこころを聴く

二見伸吾

いろはにこんぺいとう №1
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日本国憲法の三大原理は、①国民主権、②基本的人権の尊重、③平和主

義だと小学校でも中学校でも社会で習いましたよね。憲法の前文と第1条に、

主権は国民に「存する」（＝ある）と書かれています。
そん

日本国憲法が公布されて10か月後の1947年8月、文部省は『あたらしい憲

法のはなし』という冊子を発行。当時の中学生1年生の教科書でした。この『あ

たらしい憲法のはなし』では、つぎのように説明されています。

こんどの憲法は、民主主義の憲法ですから、国民ぜんたいの考えで国

を治めてゆきます。そうすると国民ぜんたいがいちばん、えらいといわなけ

ればなりません。

国を治めていく力のことを「主権」といいますが、この力が国民全体にあ

れば、これを「主権は国民にある」といいます。

そう、国を治めていく力、それが主権（ soverein power ）です。そして、国

民が、「主権」を行使しうる力のことを「主権者力」と私が名づけました。国の主

人公として生きる力、能力のことです。

この主権者力をパワーアップすること、磨きあげることがいま大切です。

なぜなら、第一に、ワーキングプア、「派遣切り」に象徴されるように、日本社

会に貧困と生活不安が広がっているからです。13条の生命・自由・幸福追求

権、25条の人間らしく生きる権利、27条の人間らしく働く権利が奪われている。

これらの権利を奪いかえし、人間らしく生き、働く社会をつくらなくてはなりませ

ん。第二に、「集団的自衛権」を認めることによって9条を空洞化させる解釈改

憲、「海賊対処派兵法」のように新たな法律をつくる「立法改憲」、自衛隊を強

化し、米軍と一体になって行動する「なし崩し改憲」が進められようとしているか

らです。小泉内閣や安倍内閣のもとで進められてきた「明文改憲」の動きは、

私たちの運動の前進、「主権者力」の向上によって、大きく後退しています。こ

のことに十分確信をもちつつ、これらの「壊憲」攻撃をうち破る力を身につけな

ければなりません。

2008年12月5日に亡くなられた加藤周一さんは、その前年の11月に開かれ

た「九条の会」第2回全国交流集会で、安倍政権崩壊後の状況をふまえ、つぎ

のように提起しています。

権力側で改憲を望む人は、いきなり改憲ではなくて、むしろ解釈改憲

の伝統をそれこそ生かしながら、だんだんに九条の内容を空虚にして、事

いろはにこんぺいとう №1
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実上ないのと同じようなところに追い込んでいくという手をとるでしょう。…

…おそらくこれからは長丁場になるでしょう。それに抵抗するには、やはり

九条を守るというだけではなくて、九条を生かす必要があるのだということ

を強調する必要が出てくるのではないかと思います。（「報告集」10ページ）

油断してはいけないが、あせる必要はまったくありません。ぼやき、あせって

いるのは改憲派の方です。私たち自身の力、「主権者力」を身につけ、長丁場

にわたる改憲攻撃を日々のくらしの問題と結びあわせて、たたかうことが求めら

れているのです。民俗学者の宮本常一さんは、まったく別の状況のもとでです

が、かつてつぎのように語ったそうです。

結局、自立と連帯をすすめることのできる真に自主的で文化性を獲得

した活動家や指導者を沢山生みだす運動でないといかん。運動というも

のはその主張に真価があるのだから、目標を具体的でしっかりしたものに

限定して、そしてねばりづよく持続して追求する。

（村崎修二編著『花猿誕生』清風堂書店）

なんか、私たちのためのメッセージのように聞こえますね。

●主権者力を磨くために

主権者力の内容としては、さしあたりつぎの3つが考えられます。

第一に、さまざまな困難から、なにがほんとうの問題なのかをまさぐりだし、問

題提起する能力。第二に、その問題提起にそって解決のための運動、共同行

動をつくりだす能力。そのなかには、相談する能力も含まれます。相談すると

いうのは、「役割を決定して客観世界に働きかけること」だと心理学者のいぬい

たかし（乾孝）さんがいいました。命令は一方的ですが、相談は相談するものど

うしが、知恵と力をだしあい、それぞれの持ち味を生かし、弱点は補いあって、

ものごとをすすめることができる。だから、話しあう関係、相談する言葉をもった

ものだけが、いつも歴史を切り開いてきたのだ、といぬいさんは言うのです（『私

の中の私たち』いかだ社）。第三に、運動をときどき総括しながら、現状の到達点

と問題点、今後の方向性を見いだし、新たな問題提起をする能力。

この主権者力は、努力さえ惜しまなければだれでも身につけることができま

す。「まっすぐに社会を見つめる瞳と、『なぜなんだろう？』と素直に疑問をもて

いろはにこんぺいとう №1
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る頭と、心や身体の痛みを思いや

れる心」（手塚るみ子『こころにアト

ム』カタログハウス）があればいい。

そういう瞳と頭と心で、「主権者

学」を学ぶことが、主権者力を養う

土台になります。かつて君主、王

様が国を治めていたとき、「帝王

学」というものがありました。世の

支配者がいかにあるべきかにつ

いて述べたものです。今日では、主権者である「現代の君主」は国民一人ひと

り。憲法学者の杉原泰雄さんは、「帝王学」に対する「主権者学」を提唱し、憲

法学習を呼びかけています。

国民主権のもとでも、真の主権者となるために、国民に厳しい学習が求

められていることに変わりはないでしょう。憲法が国民主権を宣言していて

も、国民が憲法政治を監視し、統制しうる真の主権者、真の市民としての

力量を身につけていなければ、主権者・市民の役割を果たせないからで

す。……学習活動を通じて、その力量を身につけたときに、はじめて、国

民は名実ともに主権者となり、ひとりひとりは名実ともに市民となるのです」

（『憲法の「現在」』有信堂、287～288ページ）。

この講座は、私なりに杉原さんの提起を受けとめ、主権者力を磨くための、

一つのトレーニングメニューを提案してみました。それは、日本国憲法の内容

そのもの、原点としてのヒロシマ、そして憲法を生かすために乗りこえねばなら

ないカベとしての日米安保体制を知り、20世紀の戦争と平和の歴史をふり返

り、21世紀を日本にとっても変革の時代にする展望を考えることです。

21世紀を「戦争のない地球」にするために、ともに学びましょう。

力を持ち、知識が豊かにひろがっていけばいくほど、

その人間のたどるべき道は狭くなり、

やがては何ひとつ選べるものはなくなって、

ただ、しなければならないことだけをするようになるものだ。

（ル・グウィン『影とのたたかい ゲド戦記Ⅰ』岩波書店）

いろはにこんぺいとう №1

今後の連載予定

第1回 憲法のこころを聴く

第2回 こころ優しき憲法

第3回 日本国憲法の原点 ヒロシマ

第4回 改憲のねらいと方法

第５回 諸悪の根源 日米安保条約

第6回 戦争をしない地球へ

第7回 補講・第２期案内
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Imagine by John Lennon

Imagine there's no Heaven

it's easy if you try

No Hell below us

Above us only sky

Imagine all the people

Living for today

Imagine there's no countries

It isn't hard to do

Nothing to kill or die for

And no religion too

Imagine all the people

Living life in peace

You may say I'm a dreamer

But I'm not the only one

I hope someday you'll join us

And the world will live as one

Imagine no possessions

I wonder if you can

No need for greed or hunger

A brotherhood of man

Imagine all the people

Sharing all the world

You may say I'm a dreamer

But I'm not the only one

I hope someday you'll join us

And the world will be as one

いろはにこんぺいとう №1
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イマジン 詞／ジョン・レノン

想像してごらん 天国なんてないんだと

やってみれば かんたんだろ

下に地獄もないんだ

上にはただ空がひろがっているだけ

想像してごらん

みんないまこの時を生きているのを…

想像してごらん 国境なんてないんだと

むつかしくないだろ

殺したり死んだりする理由もないんだ

宗教もないんだ

想像してごらん

みんな平和に暮らしてるのを…

僕のことを夢追い人だと思うかもしれない

でも僕ひとりじゃないんだ

君もいつの日か夢追い人になってくれ

そうすれば 世界はひとつになる

想像してごらん 財産なんてないんだと

君にできるかな

欲ばったり飢えたりする必要もないんだ

みんな兄弟なんだから

想像してごらん

みんな平和を共有してるのを…

僕のことを夢追い人だと思うかもしれない

でも僕ひとりじゃないんだ

君もいつの日か夢追い人になってくれ

そうすれば 世界はひとつになる

いろはにこんぺいとう №1
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●イマジンと日本国憲法

ジョン・レノンのイマジン。

「想像してごらん みんな平和に暮らしているのを」

「殺したり死んだりする理由もないんだ」

「想像してごらん みんなで世界を共有しているのを」

この歌の心と日本国憲法の心はとても似ています。翻訳家の池田香代子さ

んも、この詞を訳しています。池田さんのイマジンの訳を読んだある青年が「憲

法もこんなに読みやすかったらいいのに」と言ったことが一つのきっかになっ

て、新しい憲法の本ができました。それが『やさしいことばで日本国憲法』（マガ

ジンハウス）です。

この『やさしいことばで日本国憲法』は、英文による日本国憲法から池田さ

んが新たに「やさしい（易しい＆優しい）」ことばに訳し直したもの。池田訳を読ん

で、「なるほど」と思い、さらに英文を読むと「うーむ」と唸ってしまいます。
うな

この英文憲法と日本国憲法の関係は双子の関係だと、この本の「解説」でダ

グラス・ラミスさんが次のように書いています。

憲法の英語版を、「憲法英文」として載せている『六法』もあるが、多

くの人は、「憲法の英訳」だと思っているのではないだろうか。しかし、こ

れは歴史的にみて正しくない。憲法の条文には、もともと GHQ のスタ

ッフによって書かれ、日本語に翻訳されたものが多い。といっても、日

いろはにこんぺいとう №1

日本国憲法の〝こころ〟とは
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本語の憲法を和訳と呼ぶこともまた、正確ではない。英語からの翻訳作

業中に書き直されたものも多く、初めに日本語で書かれ、英語に訳さ

れたものもある。したがって、どちらもお互いにとって「翻訳」ではない。

二つのテクストは「対話」の結果であり、同時に生まれた双子なのだ。

（『やさしいことばで日本国憲法』64ページ）

この池田香代子さんが訳した『やさしいことばで日本国憲法』を一つの手が

かりにしながら、日本国憲法の「こころ」を探っていこうと思います。

さて、日本国憲法の〝こころ〟はどうしたら分かるのでしょうか。

「全体をよく読む」

それも大切なことです。そして、全体をよく読むうえでも、その導きの糸にな

るのが、実は「前文」なのです。そう、日本国憲法の〝こころ〟は「前文」にあ

り。

それでは、さっそく「前文」を読んでみましょう。

（１）「再び戦争を起こさせない」ことと「国民が主人公」の関係

【正文】

日本国民は、

いろはにこんぺいとう №1
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正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し、

われらとわれらの子孫のために、

諸国民との協和による成果と、

わが国全土にわたって自由のもたらす恵沢を確保し、

政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起こることのないやうにすること
さ ん か

を決意し、

ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する。

【池田訳】

日本のわたしたちは、

正しい方法でえらばれた国会議員をつうじ、

わたしたちと子孫のために、

かたく心に決めました。

すべての国ぐにと平和に力をあわせ、

その成果を手に入れよう、

自由の恵みを、この国にくまなくいきわたらせよう、

政府がひきおこす恐ろしい戦争に

二度とさらされないようにしよう、と。

わたしたちは、

主権は人びとのものだと高らかに宣言し、

この憲法をさだめます。

●主語は「日本のわたしたち」

うーん、いきなり長いセンテンス（文）ですね。たくさんの内容がてんこ盛りで

す。少しずつ区切りながら解読していきましょう。

まず、冒頭です。正文は「日本国民は」で始まっていますが、池田訳は「日

本のわたしたちは」となっています。英文をみると、 We, the Japanese

people で、池田訳が「正しい」のです。

日本国民の要件を定めた第10条だけが日本国民（国籍を持つ人、

japanese national ）で、あとはすべて「人びと」（ the people ）であることにち

ょっと注意してください。日本語では、「国民」と書かれていても、国籍は関係あ

りません。人権の主体は「人びと」「人間たち」だということが、英文からは分かり

ます。

いろはにこんぺいとう №1
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●戦争を起こさせないため

この冒頭の一文の結論は「政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起こるこ

とのないやうにすることを決意し、主権が国民に存することを宣言」というところ

ですね。

池田訳では「政府がひきおこす恐ろしい戦争に二度とさらされないようにしよ

う、と。わたしたちは、主権は人びとのものだと高らかに宣言」となっています。

なぜ、この新しい憲法をつくったのか。それは「再び戦争の惨禍」が起こらな

いようにすることだ。このことが日本国憲法の原点であり、もっとも重要な点なの

です。

では、この、再び戦争をしないという初心を貫くために何が必要か。その答

は、じつはすぐあとに書かれています。

「主権が国民に存する」、池田訳では「主権は人びとのものだ」ということ。戦

争を起こさせない最大の保証は、ふつうの人びとが主権者、すなわち、国を動

かす主人公になることだ、というのです。

戦前はどうだったでしょうか。国民は臣民と呼ばれ、その意味するところは天
しんみん

皇の家来です。戦前は、天皇が主権者で、戦争を始めること、終わることの決

定者であり、軍隊の最高責任者でもありました。

「正当に選挙された国会における代表者を通じて行動」ということも述べられ

ています。国を動かす主人公である人びとが、自分たちの正当な代表を国会

に送り込むことができなければならない。

戦前は、議会はあったものの、その権限は弱く、しかも、国民の半分を占め

る女性、そして25歳以下の青年は選挙権がありませんでした。

平和な社会をつくるためには、国民は主人公とならねばならない。これは戦

前の日本社会からの教訓だといえるでしょう。だから、民主主義の原則を述べ

た次のパラグラフが大きな意味をもつのです。

（２）「おまかせ民主主義」はダメ

【正文】

そもそも国政は、国民の厳粛な信託によるものであつて、

その権威は国民に由来し、その権力は国民の代表者がこれを行使

し、その福利は国民がこれを享受する。
きょうじゅ

いろはにこんぺいとう №1
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【池田訳】

国政とは、その国の人びとの信頼を

なによりも重くうけとめてなされるものです。

その権威のみなもとは人びとです。

その権限をふるうのは、人びとの代表です。

そこから利益をうけるのは、人びとです。

まず前半部分です。国の政治は人びとの「厳粛な信託」、重みがあって、信

頼して託したものなんですよ、と言っています。

後半は、第16代アメリカ合州国大統領、リンカーンが1863年、ゲティスバー

グで行った演説の末尾にでてくる「人民の人民による人民のための政治」

（ “The government, of the people, by the people, for the people” ） を

言いかえたもの。これほど簡潔に民主主義を定義した言葉をほかに知りませ

ん。

このリンカーンの定義のすごいところは、「人民の」「人民による」「人民のた

めの」を一体のものとしてとらえている点です。私たちのための政治を求めるな
、、、

らば、私たち自身による政治がされなければならない、といっている。自分たち
、、、

で自分たちを治める。自治ですよね。

このことは、世界史の教訓なのです。優れた（と思われる）人におまかせで

いろはにこんぺいとう №1

アブラハム・リンカーン
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は、結局、人びとは不幸におちいる。人びとが自分自身で統治する以外に、

「人民のための」政治はないのだ、ということです。

佐高信さんが岩波書店から『さらばおまかせ民主主義』というブックレットを

出していますが、このタイトルは戦後民主主義の弱点を鋭く突いていると思い

ます。なにしろ、国民の半数が選挙にいかないのですから、まさに「おまか

せ」。

国民いじめの政治が続いています。しかし、これを変えることはできるので

す。「人民による」という原理を強く働かせればいい。一人ひとりが「主権者学」

を学び、発言し、行動する。人びとが観客ではなく、「主人公」としてふるまえ

ば、状況は一変します。

（３）人類に共通するおおもとの考えにもとづいている

【正文】

これは人類普遍の原理であり、
ふ へ ん

この憲法は、かかる原理に基くものである。

われらは、これに反する一切の憲法、法令及び詔 勅を排除する。
しょうちょく

【池田訳】

これは、人類に共通するおおもとの考え方で、

この憲法は、この考え方をふまえています。

わたしたちは、

この考え方とはあいいれないいっさいの

憲法や、法令や、詔勅をうけいれません。

そういうものにしたがう義務はありません。

●民主主義はユニバーサル

「これ」がさしているのは、一般的には「人民の人民による…」という民主主義

の原則のことだといわれています。私も最初はそう思っていましたが、今では

民主主義の原則とともに戦争放棄を含めるべきではないかと考えるようになり

ました。それは先ほど説明したように、日本国憲法では戦争放棄と国民主権が

いろはにこんぺいとう №1
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分かちがたく結びついているからです。

「人類普遍の原理」は、池田訳では「人類に共通するおおもとの考え」となっ

ています。「普遍の原理」の英文をみるとユニバーサル・プリンシプル

（ universal principle ）とあります。障害者や老人はもちろん、全ての人に使

いやすい製品をユニバーサル・デザインといいますが、同じ言葉です。

戦前や戦中、日本では「万邦無比」（他の国に比べるものがない）という言葉が
ば ん ぽ う む ひ

よく使われ、民主主義などという考え方は「神国日本」「皇国」の国体にそぐわ

ない、と一蹴していたのです。そういうことのないように、この考え方は人類にと
いっしゅう

って普遍的な内容をもつものだと言っているわけです。
ユニバーサル

●民主主義・戦争放棄に反する改憲はできない

つぎもかなり重要です。「われらは、これに反する一切の憲法、法令及び

詔 勅を排除する」。まず、「これに反する一切の憲法」といっていること。憲法を
しょうちょく

変えることはできるけれど、民主主義と戦争放棄に反する改憲はできないとい

うことです。

そして、法令は法律と政令、地方自治体の条例や規則など、国や自治体か

ら発せられる、国民に対して強制力をもつすべてが含まれています。これらも、

民主主義のルールに反するものをつくってはならない。最後に出てくる「詔勅」

ですが、これは天皇の発する命令のことで、「詔書」「勅書（勅語）」をあわせて
しょうしょ ちょくしょ ち ょ くご

「詔勅」。悪名高き「教育勅語」などがそれです。

日本国憲法第４条で「天皇は…国政に関する権能を有しない」と規定されて
けんのう

います。権利も能力もないということです。ですから本来、「詔勅」はないはずで

すが、「危ない」と思ったのでしょう。第98条でもさらに「この憲法は、国の最高

法規であって、その条規に反する法律、命令、詔勅及び国務に関するその他

の行為の全部又は一部は、その効力を有しない」という念の入れようです。

（４）平和をどうやって創るのか

【正文】

日本国民は、恒久の平和を念願し、

人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであっ
すうこう

て、

いろはにこんぺいとう №1



19

平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、

われらの安全と生存を保持しようと決意した。

【池田訳】

日本のわたしたちは、

平和がいつまでもつづくことを強く望みます。

人と人との関係にはたらくべき気高い理想を

深く心にきざみます。

わたしたちは、

世界の、平和を愛する人びとは、

公正で誠実だと信頼することにします。

そして、そうすることにより、

わたしたちの安全と命をまもろうと決意しました。

●人間は支え合って生きてきた

「人間相互の関係を支配する崇高な理想」って何でしょうか？

正文で「支配する」、池田訳で「はたらくべき」と訳されている英単語は、コント

ロール（ control ）です。「支配」というと強い力が働いているという感じがする

のですが、人と人とのつながりのなかにある理想という意味だと思うのです。

人と人とのつながりのなかにある理想とは、支え合い、助け合って人間は生

きてきたということではないでしょうか。

ですから、ここのところを私なりに意訳すると、「人間が支え合って生きてい

る、という事実に裏打ちされた、人間の理想を深く自覚しよう、心にきざもう」と

なります。

●人びとが公正で誠実であることを信頼

そのことを前提にしたうえで、平和をどのように創るのか、とっても大胆な提

起をします。

「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保

持しようと決意した」

すごいでしょう。ここが、日本国憲法が切り開いた新しい考え方の第１点目で

いろはにこんぺいとう №1
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す。

池田訳では「わたしたちは、世界の、平和を愛する人びとは、公正で誠実だ

と信頼することにします。そして、そうすることにより、わたしたちの安全と命をま

もろうと決意しました」となっています。

それまでの「平和のつくり方」は、どうだったか？ 今の日本の政府の考え

ていることと同じ。強い武器を持って、相手に負けないような国になって、そし

てそのことを通じて攻めさせないようにするんだというのが、それまでの一般的

な平和を求める考え方だったんですね。「武力による平和」というやつです。

日本国憲法はこの「当たり前」の考え方に異議を唱えたのです。そういう形で

本当に平和は守れるのか、強い武器を持っていたら本当に攻められないの

か、あるいは本当に戦争は起こらないのか。このことを、日本の経験もふまえて

考え抜いた。

そうしたら、大事なのは、国とか政府とかではなくて、世界の人びとを直接信

頼し、そこから平和をつくるということが、遠いようで一番近いんだという結論に

いたったのです。このことに、日本国憲法は世界でまっさきに気づいた。攻め

てこられないように、攻めてこられないようにと、武器をたくさんもって、結局どう

なったのかといったら、逆にその武器を使って攻めていったわけです。そして

戦争になる。

だから、もしほんとうに戦争をやめたいと思うのだったら、世界の平和を愛す

る人びとを信頼するところから始めよう。「金正日がどうのこうの」ではなく、北朝

鮮に住んでいる人びとはどうなのか、中国の人びとはどうなのか、アジアの人

びとはどう考えているのか…ということ。それぞれの国で暮らしている普通の人

びとは戦争を望んでいない。だから、そういう普通に暮らしている人びとを信頼

し、その人たちに働きかけて平和を創ろうというのが憲法の考えなんです。

実は、ユネスコ
1）
が同じ考え方に立っています。

ユネスコ憲章前文には次のように書かれています。

政府の政治的及び経済的取極のみに基く平和は、世界の諸人民
とりきめ

の、一致した、しかも永続する誠実な支持を確保できる平和ではな

いろはにこんぺいとう №1
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い。よって平和は、失われないためには、人類の知的及び精神的連

帯の上に築かなければならない。

人びとの知的・精神的な連帯によって平和を創る。これが一番強いんだ、と

いうこと。それだけ「人びと」（ people ）のもつ力もついてきたのです。

だから、平和を愛する人びとが「公正」であり、「誠実」であることをまず信頼

しようというのです。

「公正」の英語は justice で、正義とか道理という意味をもっています。「信

義」と「誠実」は同じ意味で、「約束をまもる」ということです。英語は faith で、

「信頼して誠を尽くす」というのがもともとの意味だと辞書に書いてあります。

あれこれの国や政治家ではなく、それぞれの国で生きている人びとを信頼し

ようと決意したのです。

なにより、あの大戦で世界の多くの人びとが「もう戦争はごめんだ」と考えて

いる。これまでの戦争で「人びと」は苦しめられ、命を奪われてきたからです。

人びとは平和を強く望んでいる。だから、疑いではなく、信頼することから始め

よう。これがユネスコ、そして日本国憲法の考え方なのです。

いろはにこんぺいとう №1



22

（５）国際社会における努力目標

【正文】

われらは、平和を維持し、

専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐ
れいじゅう へんきょう

る国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。

【池田訳】

わたしたちは、

平和をまもろうとつとめる国際社会、

この世界から、圧政や隷属、抑圧や不寛容を
れいぞく

永久になくそうとつとめている国際社会で、

尊敬されるわたしたちになりたいと思います。

●平和を失わず４つのことをなくそう

日本国憲法は、国際社会の進み行く道を、一つのことを「なくさない」

（ preservation ）ことと、四つのことを「なくす」（ banishment ）ことだと考えて

います。プリザベーション（維持する＝なくさない）とバニッシュメント（除去する＝な

くす）は対になっています。
つい

「なくさない」のは平和。「なくす」べき四つのことは、専制、隷従、圧迫、偏

狭。

難しい言葉が並びましたね。一つずつ解説しましょう。

「専制」はティラニー（ tyranny ）で、タイラント（ tyrant ）は暴君のこと。ティ

ラニーとはみんなの意見を聞かずに政治をする独裁政治のことであり、その結

果は、みんなが酷い目にあうことになるので圧政、暴政、虐政とも訳されます。
ひど

「隷従」は、スレイブリー（ slavery ）で、スレイブ（ slave ）は奴隷のことで

す。スレイブリーとは奴隷であること、苦役に服していることを意味します。

「圧迫」は、オプレッション（ oppression ）で、力で押さえつけること。

「偏狭」とは国語辞典をひくと「かたいじで度量が小さい」と書いてある。了見

が狭いということでしょう。なぜこんなことが書いてあるのか、よく分かりませんで

した。池田訳を見たら「不寛容」そして英語はイントレランス（ intolerance ）だ

と知り、ようやく意味が分かりました。イントレランス（不寛容）の反対はトレランス

いろはにこんぺいとう №1
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（寛容）で、宗教の違い、人種の違い、考え方の違いを認めあうということなの

です。

以上をまとめるとこうなります。

独裁政治をなくそう、奴隷状態をなくそう、自由を押さえつけるのもやめさせ

よう、互いの違いを認めあい尊重しあおう。そして、平和な世界をつくろう。これ

が世界の進む道なのだ。私たちはその道をまっすぐ進もう。

「名誉ある地位」とは、そういう国際社会の進む道を、困難を乗りこえて先頭

を切って進むことによって得られるものではないでしょうか。

（６）平和に生きる権利

【正文】

われらは、全世界の国民が、

ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、

平和のうちに生存する権利を有することを確認する。

【池田訳】

わたしたちは、確認します。

世界のすべての人びとには、

恐怖や貧しさからまぬがれて、

平和に生きる権利があることを。

●平和に生きる権利の三重構造

ここに憲法がうち出した二つめの新しい考えがあります。

それが「平和に生きる権利」です。難しい言い方だと「平和的生存権」。平和

な社会で生きることは、人びとの権利だということ。この考え方を世界で最初に

憲法に書き込んだ。

「全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する

権利を有する」と書かれています（そのもとになる考えは1941年の「大西洋憲章」に

あります）。

この「平和に生きる権利」というのは、戦争がなければいいということではあり

いろはにこんぺいとう №1



24

ません。「恐怖と欠乏から免かれ」という非常に短い文が大切で人権の歴史が

実は集約されているのです。

「恐怖からまぬがれる」というのは、圧政の恐怖から免れるということ。圧政と

いうのは国民いじめのひどい政治のことです。ひどい政治の恐怖からまぬがれ

て自由に生きる、という「自由権」が、「恐怖からまぬがれる」という言葉の中に

ふくまれているのです。

この自由権は18世紀に起きたフランス革命で世界で初めて宣言されました。

そして、「欠乏からまぬがれ」るということは、貧しさからまぬがれて、豊かに

生きるということです。これはどこが一番最初に宣言したかというとドイツ、ワイ

マール共和国です。1917年にロシア革命がおきて、８時間労働制や社会保障

など、国民が豊かに生きるための施策が行われました。このロシア革命の影響

をもろに受けたのが、近くにあったドイツ。このドイツで、ロシア革命から2年後

に革命がおきます。ワイマール共和国という政府ができたのです。この共和国

の憲法、ワイマール憲法が、豊かに生きる権利、今の25条にたどりつく考え方

を、世界でまっ先に提起しました（「すべてのものに人間たるに値する生活を保障

する」ワイマール憲法151条）。

そして、三番めにくるのが、日本国憲法が世界で最初に提起した「平和的生

存権」「平和に生きる権利」です。

ですから、平和的生存権というのは、単に戦争がない状態を意味しているの

ではなく、「自由で豊かで平和に生きられる世の中」に生きる権利のことなので

す。そして、それが日本人だけにあるなんていうケチなことは言わない。「全世

界の国民」に、そういう世の中で生きる権利があるんだと宣言したのです。日本

国憲法は「一国平和主義」で、日本が平和であれば、他国のことはどうでもい

い、なんて悪口を言う人がいるけど、とんでもありません。

戦争は、平和を奪うだけでなく自由と豊かさも奪います。

戦前・戦中の日本がまさにそうでした。まず、自由がない。学習会には、おま

わりさんが座っている。そして、「こんな世の中はダメです、変えましょう」なんて

言ったら「解散」を命じられてしまうのです。「戦争中もけっこう自由があった」な

んて言う人がいますが、それはお上の許す範囲内でのこと。体制に逆らわない

限りでの自由であり、批判することは許されない社会でした。その証拠が「伏せ

字」です。

伏せ字とは「××」というもの。マルクス主義の文献は、ほとんど伏せ字だら

け。手元にある『ドイツ史』（改造文庫）という本の一部を紹介するとつぎのような

惨状です。

いろはにこんぺいとう №1



1）訳者の栗原佑さんは本書出版の経緯を次のように書いている。

「この訳書ははじめ1936年８月、改造文庫の一冊として出版された。それはおびただしい××に

みたされ、数か所は１ページ以上も××（さる大学教授は当時これを奴隷制度のバッジと評し

た）で蔽われて世に出た。それから６年、1942年、この訳行は H.ハイネの《ドイツ宗教・哲学史

考》や G.ブランデスの《ゲエテ》の訳書とともに、共産主義的文書宣伝活動なりとされ、訳者は

治安維持法によって起訴され、6年の懲役刑に処せられた」（『マルクス主義の源流』5ページ）

2）星野安三郎『平和に生きる権利』（法律文化社）、星野安三郎・古関彰一『日本国憲法 平和

的共存権への道』（高文研）

25

深淵に顛落した挙句意識を失つたプロレタリアートは、その××

××××××××××××××に生ぜしめられたこと、そうして×

×××××××××××××××××され得るものであることを、

未だ認識する能力が無かつた。

この本は第二次大戦後、『マルクス主義の源流』（徳間書店）と改題されて復

刊されます。該当個所は次のとおり。

深淵に落ちたあげく意識を失ったプロレタリアートは、その窮乏が

支配階級の利益のために人為的に生みだされたこと、そして支配階

級の利益との闘争においてのみ除去できるものであることを、まだ認

識する能力がなかった。

この程度の内容が削除するよう命じられたのです
1）
。

そして「豊かさ」も否定されました。それは政府の作ったスローガンにあらわ

れている。「欲しがりません。勝つまでは」「ぜいたくは敵だ」「パーマネントはや

めましょう」。

女性がパーマをかけることさえも否定される。日本の戦時中とは、そういう世

の中だったのです。

ですから、この平和的生存権は、戦争さえなければいい、ということにはなら

ないのです。世界じゅうの人びとが人間らしく、自由で、豊かに平和な社会に

生きることが保障されなければならない、と日本国憲法は考えている。平和的

生存権は三重構造なのです
2）
。

この平和的生存権について、あくまで理念的権利であり、その侵害があって

いろはにこんぺいとう №1
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も裁判であらそうような具体的権利でないという考えが学説上支配的でした。こ

の点で、2008年4月17日に出された「イラク派兵違憲訴訟」において名古屋高

裁判決が示した判断は画期的なものです。

判決は、次のように述べています。

「（平和的生存権は）単に憲法の基本的精神や理念に留まるものではない」

「裁判所に対してその保護・救済を求め、法的強制措置の発動を請求し得

るという意味における具体的権利性が肯定される場合がある」

判決の平和的生存権にかかわる部分を資料として載せます（アンダーライン

は二見がつけたものです）。

この判決が出たとき、当時、航空自衛隊トップだった田母神俊雄航空幕僚
た も が み

長は「私が（隊員の）心境を代弁すれば『そんなの関係ねぇ』という状況だ」と述

べ、物議をかもしましたね（その後、彼は侵略戦争を正当化する発言をくりかえし、

「辞任」しました）。

いろはにこんぺいとう №1

●資料 2008年4月17日 イラク派兵違憲判決・判決文から

本件差止請求等の根拠とされる平和的生存権について

憲法前文に「平和のうちに生存する権利」と表現される平和的生存権は，例

えば，「戦争と軍備及び戦争準備によって破壊されたり侵害ないし抑制されるこ

となく、恐怖と欠乏を免れて平和のうちに生存し、また、そのように平和な国と世

界をつくり出していくことのできる核時代の自然権的本質をもつ基本的人権であ

る。」などと定義され、控訴人らも「戦争や武力行使をしない日本に生存する権

利」、「戦争や軍隊によって他者の生命を奪うことに加担させられない権利」、

「他国の民衆への軍事的手段による加害行為と関わることなく、自らの平和的確

信に基づいて平和のうちに生きる権利」、信仰に基づいて平和を希求し、すべて

の人の幸福を追求し、そのために非戦・非暴力・平和主義に立って生きる権利」

などと表現を異にして主張するように、極めて多様で幅の広い権利であるという

ことができる。

このような平和的生存権は、現代において憲法の保障する基本的人権が平

和の基盤なしには存立し得ないことからして、全ての基本的人権の基礎にあっ

てその享有を可能ならしめる基底的権利であるということができ、単に憲法の基

本的精神や理念を表明したに留まるものではない。法規範性を有するというべき
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憲法前文が上記のとおり「平和のうちに生存する権利」を明言している上に、憲

法9条が国の行為の側から客観的制度として戦争放棄や戦力不保持を規定し、

さらに、人格権を規定する憲法13条をはじめ、憲法第3章が個別的な基本的人

権憲法前文が上記のとおり「平和のうちに生存する権利」を明言している上に、

憲法9条が国の行為の側から客観的制度として戦争放棄や戦力不保持を規定

し、さらに、人格権を規定する憲法13条をはじめ、憲法第3章が個別的な基本的

人を規定していることからすれば、平和的生存権は、憲法上の法的な権利として

認められるべきである。そして、この平和的生存権は、局面に応じて自由権的、

社会権的又は参政権的な態様をもって表れる複合的な権利ということができ、

裁判所に対してその保護・救済を求め法的強制措置の発動を請求し得るという

意味における具体的権利性が肯定される場合があるということができる。例え

ば、憲法9条に違反する国の行為、すなわち戦争の遂行、武力の行使等や、戦

争の準備行為等によって、個人の生命、自由が侵害され又は侵害の危機にさら

され、あるいは、現実的な戦争等による被害や恐怖にさらされるような場合、ま

た、憲法9条に違反する戦争の遂行等への加担・協力を強制されるような場合に

は、平和的生存権の主として自由権的な態様の表れとして、裁判所に対し当該

達意行為の差止請求や損害賠償請求等の方法により救済を求めることができる

場合があると解することができ、その限りでは平和的生存権に具体的権利性が

ある。

なお、「平和」が抽象的概念であることや、平和の到達点及び達成する手段・

方法も多岐多様であること等を根拠に、平和的生存権の権利性や、具体的権利

性の可能性を否定する見解があるが、憲法上の概念はおよそ抽象的なものであ

って、解釈によってそれが充填されていくものであること、例えば「自由」や「平

等」ですら、その達成手段や方法は多岐多様というべきであることからすれば、

ひとり平和的生存権のみ、平和概念の抽象性等のためにその法的権利性や具

休的権利性の可能性が否定されなければならない理由はないというべきであ

る。
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（７）政治道徳の法則

【正文】

われらは、いづれの国家も、

自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであっ

て、

政治道徳の法則は、普遍的なものであり、

この法則に従ふことは、自国の主権を維持し、他国と対等関係に

立とうとする各国の責務であると信ずる。

【池田訳】

わたしたちは、信じます。

自分の国さえよければいいのではなく、

どんな国も、政治のモラルをまもるべきだ、と。

そして、このモラルにしたがうことは、

独立した国であろうとし、

独立した国として

ほかの国ぐにとつきあおうとする、

すべての国のつとめだ、と。

「われらは、いづれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視しては

ならない」。小泉さんが首相だったころ、自衛隊のイラク派兵にさいして「つま

み食い」した部分です。

よく、「文脈を読む」といいますが、一つひとつの文は文章全体のなかで理

解することが必要です。このあとに述べられている政治道徳の法則が何を意味

するのか、そこまで考えれば、決してこのような引用の仕方はできなかったは

ずです。

「政治道徳の法則」（ laws of political morality ）とはなんでしょうか。

それは、いままで述べてきた日本国憲法前文の考え方を指していると思いま

す。

政府の行為によって再び戦争を起こさないという決意。「人民の人民による

人民のための政治」という民主主義の原則。世界の平和を愛する人びとの公

正さと誠実さを信じようとする姿勢。独裁政治、奴隷状態、自由への抑圧、不

寛容をなくし、平和な世界をつくろうという抱負。世界中のすべての人に、自由

いろはにこんぺいとう №1
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で、豊かに、平和に生きる権利があるという「平和的生存権」の思想。

これらすべてが、新しい時代の政治的モラルの原則（ laws ）であり、それは

普遍的なものだと日本国憲法はいっているのではないでしょうか。これらの、新
ユニバーサル

しい時代の政治的モラルの原則こそが、あらゆる力をかたむけて達成すべき

「気高い理想と目的」なのです。

いろはにこんぺいとう №1
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（８）気高い理想と目的を実現するために

あらゆる力をかたむける

【正文】

日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげてこの崇高な理想と

目的を達成することを誓ふ。

【池田訳】

日本のわたしたちは、誓います。

わたしたちの国の名誉にかけて、

この気高い理想と目的を実現するために、

あらゆる力をかたむけることを。

ここを読むと「全力をあげただろうか」「あらゆる力をかたむけてきただろうか」

と反省してしまいます。

でも、大切なのはこれから。

この素晴らしい憲法をまもり、そして何より実現するために、あらゆる力をか

たむけましょう。

いまからでも決して遅くないのです。

いろはにこんぺいとう №1
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●日本国憲法前文と９条

これまで説明してきた憲法前文の考え方が、まっすぐ９条につながっていま

す。９条は前文の考えを具体化したものなのです。

【第９条正文】

１．日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求

し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、
い か く

国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。

２．前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを

保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

【第９条池田訳】

わたしたちは、心からもとめます。

世界じゅうの国が、

正義と秩序をもとにした、

平和な関係になることを。

そのため、日本のわたしたちは、

戦争という国家の特別な権利を放棄します。

国と国との争いを解決するために、

武力で脅したり、それを使ったりしません。

これからは、ずっと。

この目的をまっとうするために、

いろはにこんぺいとう №1

平和をつくる第９条
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陸軍、海軍、空軍そのほかの、

戦争で人を殺すための武器と、

そのために訓練された人びとの組織を

けっして持ちません。

戦争で人を殺すのは罪ではないという特権を

国にみとめません。

●９条のこころ

９条は第１項で、国際平和をねがい、戦争と武力によって脅すこと、武力を

使うことを永久に放棄する、と述べています。

とてもすばらしい、崇高な理想です。
すうこう

国連憲章にも憲法と同じ精神が流れています。それは、武力による紛争解

決を否定し、平和的手段による解決をめざしている、ということ。

国連憲章第2条3項は「すべての加盟国は、その国際紛争を平和的手段に
、、、、、、、、、、、

よって国際の平和及び安全並びに正義を危うくしないように解決しなければな
、、、

らない」とあり、第４項では「すべての加盟国は、その国際関係において、武力
、、

による威嚇又は武力の行使を、いかなる国の領土保全又は政治的独立に対
、、、、、、、、、、、、、

いろはにこんぺいとう №1



1）パリ不戦条約（「戦争抛棄ニ関スル条約」）は、第一次世界大戦後に締結された多国間条約で、

国際紛争を解決する手段としての戦争を放棄し、紛争は平和的手段により解決することを規定

した条約。

1928年8月27日にアメリカ合州国、フランス、イギリス、ドイツ、フランス、イタリアといった当時

の「列強」諸国をはじめとする15カ国がパリで署名し、1938年にはソビエト連邦など63ヵ国（当時

の世界の国々の９割以上）が署名した。フランスのパリで締結されたためにパリ条約あるいはパリ不

戦条約と呼ぶこともあり、また最初フランスとアメリカの協議から始まり、多国間協議に広がったこ

とから、アメリカの国務長官ケロッグと、フランスの外務大臣ブリアンの名にちなんでケロッグ＝ブ

リアン条約ともいう。
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するものも、また、国際連合の目的と両立しない他のいかなる方法によるものも

慎まなければならない」（傍点は引用者）と言っています。
、、、、、、、、、、

おそらくこの国連憲章第２条３項、４項が下敷きとなって日本国憲法第９条

第１項がつくられたのでしょう。

さらに国連憲章第33条では、「いかなる紛争でもその継続が国際の平和及

び安全の維持を危くする虞のあるものについては、その当事者は、まず第一
おそれ

に、交渉、審査、仲介、調停、仲裁裁判、司法的解決、地域的機関又は地域

的取極の利用その他の当事者が選ぶ平和的手段による解決を求めなければ
、、、、、、、、、、

ならない」と、「平和的手段による解決」を要請しているのです。このように、憲

法９条第１項は、いわば第二次世界大戦後の世界標準なのです。

この第１項に示された考え方は、第一次世界大戦と第二次世界大戦のあい

だ、1928年に決められたパリ不戦条約
1）
がもとになっています。

〔第１条〕締約国は、国際紛争解決のため、戦争に訴えないこと

とし、かつ、その相互関係において、国家の政策の手段としての

戦争を放棄することを、その各自の人民の名において厳粛に宣言

する。

〔第２条〕締約国は、相互間に起こる一切の紛争又は紛議は、そ

の性質や原因がどのようなものであっても、平和的手段以外にそ

の処理又は解決を求めないことを約束する。

この不戦条約を当時の日本、天皇制政府は一年遅れで、条約が発効す

る1929年7月24日に批准しました。しかし、それから２年もたたない1931年、日

本は「満州」（中国の東北地方）への侵略を開始したのです。戦争はそれから19

45年まで足かけ15年間も続きました。「15年戦争」あるいは「アジア・太平洋戦

争」と呼ばれています。

いろはにこんぺいとう №1
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日本はアジアで2000万人（推計）を超す人びとを殺しました。家を焼き払い、

兵隊でない人びとをゆく先々で殺し、食べ物を奪いました。日本人の戦没者は

310万人。そのうち軍人、軍属などは230万人ですが、その少なくとも半数は餓

死でした。沖縄では県民の半数近くの20万人が犠牲になり、アメリカによって

全国各地の都市は空襲され、広島と長崎には原爆が投下されました。

むごたらしく、おびただしい犠牲という現実。憲法９条第１項に示された「戦

争の放棄」という考え方をさらに先へ進ませることがどうしても必要だったので

す。

だから、第２項が生みだされました。

「陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認め

ない」というとてもシンプルな条文です。戦争をなくすためには、武器と交戦権

（戦争をする権利）そのものを否定する。

もう「果たし合い」はやめて「話し合い」によって紛争を解決しようという新しい

考え方です。戦争はなにも生みださない。紛争を戦争にしない外交努力が大

切だということですね。

●９条と１条はバーター

天皇制をどうやって残すかということが当時の日本の支配層、保守政治家の

最大の課題でした。占領軍の責任者であるマッカーサーは、占領を成功させ

るには天皇制を活用した方がいいと考えていました。この両者の思惑の一致

が実は９条を生み出す直接的な要因だったのです。

あの戦争の責任者が天皇であることは明白でした。「天皇を処刑せよ」、少

なくても「退位して代替わりすべきだ」というのが当時の国際的な世論だったの

です。その世論をかわすために、９条が考え出されたのです。

どちらが先に言いだしたのかについては、マッカーサー説、幣原説の両方

があるのですが、幣原が「戦争放棄の宣言を世界に向かってしたらどうか」とマ

ッカーサーに進言し、マッカーサーが、それを憲法の条文にするようしたので

はないか、と私は考えています。

その際に、パリ不戦条約の水準、すなわち９条第１項だけでは、世界の世論

は納得しないと考えたはずです。パリ不戦条約を批准しておきながら戦争をし

た実績があるからです。天皇制を認めさせるためには、天皇の実権の剥奪（国
はくだつ

政に関する権能を有しない 憲法第４条）とともに、絶対に戦争をしないという確

約をしておくことがどうしても必要だったのです。
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1） 国連憲章第42条 安全保障理事会は、第41条に定める措置では不充分であろうと認め、

又は不充分なことが判明したと認めるときは、国際の平和及び安全の維持又は回復に必要な空

軍、海軍または陸軍の行動をとることができる。この行動は、国際連合加盟国の空軍、海軍又は

陸軍による示威、封鎖その他の行動を含むことができる。

国連憲章第51条 この憲章のいかなる規定も、国際連合加盟国に対して武力攻撃が発生し

た場合には、安全保障理事会が国際の平和及び安全の維持に必要な措置をとるまでの間、個

別的又は集団的自衛の固有の権利を害するものではない。この自衛権の行使に当つて加盟国

がとつた措置は、直ちに安全保障理事会に報告しなければならない。また、この措置は、安全

保障理事会が国際の平和及び安全の維持または回復のために必要と認める行動をいつでもと

るこの憲章に基く機能及び責任に対しては、いかなる影響も及ぼすものではない。
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それで武器を持たない、戦争をする権利もないという第２項がつくりだされた

のです。

この説明をすると、「すばらしい憲法第９条は、天皇を守るためだったのか」

とがっかりする人がいます。しかし、意図は醜くても、結果がすばらしいことだ
みにく

ってあるのが歴史なのです（反対に、意図はすばらしいけれど結果が悲惨ということ

もあります）。それは汚い泥の中からきれいな蓮の花が咲くのと一緒。なにより大
はす

切なのは、平和を望む世界の民衆のねがいがきわめて強く、それを日本の政

治家とアメリカの軍人が意識せざるをえなかった、ということです。９条が生み

だされた本当の要因であり、奥深い力だったのです。

●国連憲章と日本国憲法の違い

さきほど、日本国憲法と国連憲章には同じ精神が流れている、といいまし

た。

しかし、違いもあります。

それは、日本国憲法はいっさいの例外なく武力行使を認めなかったのに対

して、国連憲章は例外を認めてしまったことです。日本国憲法は９条２項で、

武器は持たない、戦争する権利もない、と例外を認めませんでした。これに対

して国連憲章は、42条で、非軍事的措置でだめなときは、軍事的措置をとるこ

とができるとし、51条で自衛権の行使も認めています
1）
。

この違いが、じつは大きな違いを生みだしている。日本は1945年8月15日以

降、60年以上にわたって戦争のない国です。世界の国のほとんどが国連加盟

国です。国連憲章を批准しているわけですから、憲法９条第１項と同じものをも
ひじゆん

っているのと同じことです。しかし、戦争はなくなりませんでした。

国連本部のあるアメリカはどうか。表をみてください。ほとんど切れ目がなくら

いろはにこんぺいとう №1
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い戦争、軍事的な干渉、武力介入を繰り返しています。

いろはにこんぺいとう №1

表 第2次世界大戦後のアメリカによる主な軍事介入

1941-45年：第2次世界大戦 枢軸国と戦争。最初の核戦争。

1946年：ユーゴスラビア 米国機撃墜への対応。

1947年：ウルグアイ 力の誇示のため爆撃機を配備。

1947-49年：ギリシャ 内戦時に米国が極右を指揮。

1948年：ドイツ 核兵器搭載可能爆撃機による，ベルリン空輸の護衛。

1948-54年：フィリピン CIAがフク団（ Huk ）の反乱との戦闘を指揮。

1950年：プエルトリコ 独立暴動をボンセで鎮圧。

1950-53年：朝鮮 「国連軍」の一員として参戦。いまだに基地を所有。

1953年：イラン CIAが民主主義を転覆し，シヤーを擁立。

1954年：グアテマラ CIAが亡命者の侵入を指揮。爆撃機をニカラグアに配備。

1956年：エジプト スエズ危機に際し，海兵隊による外国人退避。

1958年：レバノン 反乱に対し海兵隊が占領。

1960-75年：ベトナム 米国最長の戦争で100～200万人が死亡。

1961年：キューバ CIAが指揮した亡命者の侵入が失敗。

1961年：ドイツ ベルリンの壁の危機に際し、核で警告。

1962年：キューバ ミサイル危機の間，海上封鎖。ソ連との戦争の一歩手前。

1964年：パナマ 運河返還を主張したためにパナマ人を射殺。

1965年：インドネシア CIAに支援された軍事クーデターで100万人殺害。

1965-66年：ドミニカ共和国 海兵隊が選挙運動中に上陸。

1966-67年： グアテマラ グリーンベレーが反乱に対して干渉。

1969-75年：カンボジア 爆撃，飢餓および政治的混乱の10年間で，最高200万人死亡。

1971-73年：ラオス 南ベトナムの侵入を指揮。農村に「絨毯爆撃」。

1973年：サウスダコタ 陸軍がラコタ族のウンデッド・ニー包囲を指揮。

1973年：チリ CIAが支持したクーデターが選挙で選ばれた大統領を排除。

1976-92年：アンゴラ CIAが南アフリカの支持する反乱軍を支援。

1980年：イラン 大使館の人質救出作戦失敗。8つの部隊がヘリ墜落で死亡。

1981年：リビア リビアの2機のジェット機が演習中に撃墜。

1981-92年：エルサルバドル 軍事顧問，反乱に対する戦争を支援。

1981-90年：ニカラグア CIAが亡命者（コントラ）の侵入を支援，港に機雷を敷設。

1982-84年：レバノン 海兵隊が PLO追放，ファランジストを支援。海軍が爆撃砲撃。
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この歴史的な事実が９条２項のもつ重大な意味を教えてくれています。で

は、共通の精神にたちながらも、武力行使のいっさいの例外を認めなかった日

本国憲法と例外を認め、戦争を許してしまった国連憲章の差は何によっている

のでしょうか。

いろはにこんぺいとう №1

1983-89年：ホンジュラス 演習で国境近くの基地建設を支援。

1983-84年：グレナダ 革命4年後に侵略。

1984年：イラン イランの2機のジェット機がペルシャ湾上で撃墜。

1986年：リビア 民族主義者の政府を倒すため空爆。

1986年：ボリビア 陸軍がコカイン栽培地域への襲撃を支援。

1989年：リビア リビアのジェット機2機を撃墜。

1989年：バージン諸島 急襲後の聖 Croix Black動乱。

1989年：フィリピン クーデターに対し，空中から政府を援護。

1989-90年：パナマ 民族主義政府が排除され，指導者は逮捕，2000人以上を殺害。

1990-91年：イラク 湾岸戦争。クウェートに侵入後反撃。イラク軍を大規模破壊。

1992-94年：ソマリア 内戦の間，米国主導の国連が占領。モガディシオ派に対する急襲。

1992-94年：ユーゴスラビア NATOがセルビアとモンテネグロを封鎖。

1993-95年：ボスニア 飛行禁止区域をパトロール。ジェット機撃墜，セルビア人を爆撃。

1994-96年：ハイチ 軍政に対する封鎖。アリスティド大統領を官邸に戻す。

1996-97年：ザイール（コンゴ） 判海兵隊がルワンダのフツ族難民キャンプに駐留。

1997年：リベリア 外国人の避難中，兵士を砲火にさらす。

1997年：アルバニア 外国人の避難中，兵士を砲火にさらす。

1998年：スーダン 製薬工場を「テロリスト」の神経ガス工場だとして攻撃。

1998年：アフガニスタン アルカイダが使用する，かつての CIAの訓練キャンプを攻撃。

1998年：イラク 武器査察官がイラクの妨害を主張した後，4日間の集中的な空爆。

1999年：ユーゴスラビア セルビアがコソボからの撤退を拒否した後， NATO の激しい空爆。

2001年：マケドニア NATO 軍は交替し，部分的にアルバニアの反乱軍を武装解除。

2001年：アフガニスタン タリバン，ビンラデインを攻撃するため大量の動員と空爆。

2002年：イラク 「大量破壊兵器」の廃棄，フセイン政権打倒のために軍事侵攻。

五十嵐仁『現代日本政治』（八朔社）より転載。「アメリカの軍事介入の1世紀」

（アメリカの平和団体「 ANSWER （ Act Now to Stop War and End Racism 」）のホームページをもとに

五十嵐氏が作成。
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●ヒロシマ・ナガサキの経験が９条に

この問題を解くカギは日本の

戦争被害、とりわけヒロシマとナ

ガサキにあります。国連憲章が

できたのは1945年６月26日。日

本国憲法ができたのは1946年

11月３日。この間に起きた戦争

と平和をめぐる重大事件といえ

ば1945年８月６日の広島への、

そして９日の長崎への原爆投

下です。

ヒロシマ・ナガサキの経験。

戦争が行きつく先を見てしまったこと。戦争の行きつく先がこういう惨状ならば、

それは戦争そのものをなくす以外にないではないかと考えたのです。

日本国憲法の第９条は、広島・長崎以後の国際政治の新たな現

実を示す最初の、そして最高の表現である……その時、核爆発の

余韻はいまだ消え去らず、焼け焦げた肉体の臭気がまだ立ちこめて
よ い ん

いた。新たな時代の真の性格－－核戦争という途方もない不条理

と、いっさいの軍事力が核戦争の防衛としてはまったく無価値である

こと－－が初めてその姿をみせたのが、まさにこの時であり、この場

所であったのである。（ダグラス・ラミス『ラディカルな日本国憲法』晶文社）

幣原喜重郎国務大臣が、憲法制定議会で行った次のような答弁は、その裏
しではら きじ ゅ う ろう

づけとなるでしょう。原爆という言葉こそ使っていないものの、「次回の世界戦

争は一挙にして人類を木っ端微塵に粉砕する」という表現からも広島・長崎へ
こ ぱ み じ ん ふんさい

の原爆投下を意識していることが分かります。

次回の世界戦争は一挙にして人類を木っ端微塵に粉砕するに至る

ことを予想せざるを得ないであろう。これを予想しながら我々はなお

躊躇逡 巡いたしておる。わが足下には千仞の谷底を見下ろしながら
ちゅうちょしゅんじゅん せんじん

なお既往の行きがかりにとらわれて、思い切った方向転換を決行するこ
き お う

とができない、今後さらに大戦争の勃発するようなことがあっても過去と
ぼっぱつ

いろはにこんぺいとう №1
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同様人類は生き残ることができそうなものであるというがごとき、虫のい

いことを考えている、これこそ全く夢のような理想に子どもらしい信頼を

置くものでなくてなんであろうか、おおよそ文明の最大危機は、かかる

無責任な楽観から起こるものである。これがマッカーサー元帥が痛論し
げんすい つうろん

た趣旨であります。実際、この改正案の第９条は戦争の放棄を宣言し、

わが国が全世界中もっとも徹底的な平和運動の先頭にたって指導的

地位を占むることを示すものであります。今日の時勢になお国際問題
し

を律する一つの原則として、ある範囲内の武力制裁を合法化せんとす

るがごときは、過去における幾多の失敗をくりかえすゆえんでありまし

て、もはやわが国が学ぶべきことではありませぬ。文明と戦争とは結局

両立しえないものであります。文明が速やかに戦争を全滅しなければ、

戦争が先ず文明を全滅することになるでありましょう。 （貴族院本会議、

1946年８月27日。星野安三郎『平和に生きる権利』法律文化社、43ページか

ら。引用にあたって漢字の表記や仮名づかいを改めた。下線は二見）

この幣原の答弁をあちこちの学習会で紹介しているのですが、講義を聞い

てくれた友人からメールが届きました。「国立国会図書館のホームページにお

もしろいものが載っているのでご覧あれ」と。

枢密院で幣原は原子爆弾という言葉を使っていることが分かりました。読み
すうみついん

やすくするために表記を改めたものを紹介します。ぜひ声を出して読んでみて

下さい。

次に第九〔条〕は何処の憲法にも類例はないと思う。日本が戦争を
ど こ

放棄して他国もこれについて来るか否かについては余（＝自分）は
いな よ

今日ただちにそうなるとは思わぬが、戦争放棄は正義に基づく正し

い道であって日本は今日この大旗を掲げて国際社会の原野をとぼと

ぼと歩いてゆく。これにつき従う国があるなしにかかわらず正しい事

であるからあえてこれを行うのである。

原子爆弾といい、またさらに将来より以上の武器も発明されるかも

知れない。今日は残念ながら各国を武力政策が横行しているけれど

も、ここ20年30年の将来には必ず列国は戦争の放棄をしみじみと考

えるに違いないと思う。その時は余はすでに墓場の中に在るであろう
あ

が余は墓場の蔭から後をふり返って列国がこの大道につき従って来
かげ

る姿を眺めて喜びとしたい。（1946年3月20日、枢密院ニ於ケル幣原総理

いろはにこんぺいとう №1
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大臣ノ憲法草案ニ関スル説明要旨）

「原子爆弾といい、またさらに将来より以上の武器も発明されるかも知れな

い」。だから、今までのようなやり方は通用せず、武力では平和はつくれない。

戦争放棄こそ最も現実的な選択なのだ、ということでしょう。

ヒロシマ・ナガサキの経験が平和憲法、そして第９条を生みだしたのです。

では、ヒロシマとナガサキの経験とはなにか。それは第３回で考えたいと思いま

す。

次回は、「こころやさしき日本国憲法」です。いまの政治とちがって、憲法が

いかに弱いものを大切にしているかについてお話します。

【参考文献】

浦部法穂『憲法の本』共栄書房

星野安三郎『平和に生きる権利』法律文化社

星野安三郎・古関彰一『日本国憲法 平和的共存権への道』高文研

古関彰一『日本国憲法の誕生』岩波現代文庫

『「平和国家」日本の再検討』岩波書店

『憲法九条はなぜ制定されたか』岩波ブックレット

浜林正夫・森英樹編『歴史の中の日本国憲法』地歴社

C.ダグラス・ラミス『ラディカルな日本国憲法』晶文社

深瀬忠一『戦争放棄と平和的生存権』岩波書店

同編『戦争の放棄』文献選集日本国憲法３，三省堂

杉原泰雄『憲法第９条の時代』岩波ブックレット

『憲法の「現在」』有信堂

小森陽一『天皇の玉音放送』五月書房
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ヒロシマの普遍性を

洞察

大江健三郎さんは、1935年生ま

れ。「九条の会」の九人のなかで「最

年少」です。

大江さんは、愛媛県で生まれ、高

校時代に伊丹十三（俳優・映画監督）

と知り合い、大きな影響を受けます。

高校時代に感銘を受けた渡辺一夫

いろはにこんぺいとう №1

「九条の会」の人びと①

「新しい人」への期待

大江健三郎さん
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氏が東京大学教授であることを伊丹

さんから聞き、東大へ進学。仏文科

在学中に大学新聞に発表した『奇

妙な仕事』で作家デビューします。

大江さんは『ヒロシマ・ノート』（岩

波新書）『核時代の想像力』（新潮選

書）など、ヒロシマを考え続けてきた

作家。

「私が被爆者たちの生涯から学ん

だのは、個人としての災厄の自覚に

始まって、日本人としての、と展開す

る被爆の受けとめが－－唯一の被

爆者の国民感情という言い方は、政

府筋もよく口にしているが－－確か

にその段階まではナショナリズムと

通うところがあったとしても『時』をへ

て、人類レベルの普遍性に昇華して

いることによってである。その普遍性

の獲得は、被爆者たちの核廃絶の

運動を、アジア侵略への積極的な

反省とも結びうるものとした」（『言い

難き嘆きもて』講談社文庫）。

新しい人の登場を

展望して

1981年、大江さんは次のように書

いています。

「人類としてはじめて核兵器の悲

惨を経験した広島と長崎の人びとを

持つ日本人が、日本人全体として

は、その経験に学ぶことをせずにし

まい、次の核戦争の引き金を引く役

回りを志願する。それこそが、正直

に言えば僕の近未来への予想で

す。しかし、それがペシミスティック

（悲観的 引用者）でありすぎるゆえ

に、本来ペシミズムの罠にとらえられ
わな

やすいのが常の作家としても、僕は

そのまま滅亡の方向へかこうしてゆ

くままではいることはできぬと思うの

です」（「核状況のカナリア理論」坂本

義和編『暴力と平和』朝日選書）。

その大江さんが、2000年には次

のように述べています。

「21世紀に対しては、新しい日本

人がでてくるんじゃないか、と予感

する。僕は『新しい人』と呼んでいる

んですが。新しい個人ですね。個と

して責任を取る人、個として誇りを持

っている人、そういう人たちが多くで

きて日本という国がいまの感じと違

ってくるんじゃないか」（小澤征爾・大

江健三郎『同じ年に生まれて』中公文

庫）。

若き日に「絶望しすぎず、希望を

持ちすぎずというのがルネサンスの

ユマニストの生き方」だと師、渡辺一

夫から言われた大江さん。障害を持

つ長男、光さんとともに生き、ヒロシ

マと向き合うなかで、この言葉を人

生の作風にし、「新しい日本人」の

登場を期待し、書き続けています。

（2005年3月に開かれた九条の会・広島講

演会のパンフに書いたもの。ふたみ）

いろはにこんぺいとう №1
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編集後記

まなびの草紙「いろはにこんぺい

とう」を創刊いたしました。パチパチ

(拍手）。『いま君にできること』につ

づく2冊めの本をだそうと準備して

いたのですが、条件が整わず、「それ

なら冊子(草紙）にして分冊でだしち

ゃえ」という、ま

ったく手前勝手

な 理 由 か ら で

す。

本誌のタイト

ルですが、あれ

これ考えている

うちに突然ひら

めきました。

「いろはにこん

ぺいとう／こん

ぺいとうはあま

い／あまいはおさとう／おさとうは

しろい／しろいはうさぎ／うさぎはは

ねる／はねるはかえる／かえるはあ

おい／あおいはおばけ／おばけは

きえる／きえるはでんき／でんきは

ひかる／ひかるはおやじのはげあた

ま」（違うバージョンもあるようです

が…）

「いろは」は基礎・基本の代名詞。

その基礎から出発して、それが「はげ

あたま」にたどりつくような面白さを

もちたい。「難しいことをやさしく、や

さしいことを深く、深いことを面白

く」（井上ひさし）、「ラディカルである

とは、ものごとを根本からつかむこと

と」（Radikal sein ist die Sache an

der Wurzel fassen.マルクス）とい

う思いを込めました。

この草紙の発行元「しずく工房」

はまったくのでっち上げで、連絡先

は二見の自宅で

す。ごまめの歯

ぎしりのような

ものなので「ご

まめ工房」にしよ

うかとも思った

のですが、ごま

めの注文がきて

も困りますので、

やめました。

木の葉ならぬ

言の葉からしず

くが落ち、大地を潤す（おお、なんか

カッコいいなあ）。そんな草紙になれ

ばということなんですね。

この草紙は隔月発行の予定です。

「うつ病」のリハビリをかねた雑誌づ

くり。７号までは「主権者力を磨く」の

元原稿がありますので、この連載で

1年。第2期８号からはどう展開する

のか？ 乞うご期待。

応援よろしくお願いします。感想、

激励のお手紙、メールまってます。

執筆・編集・印刷・その他なんでも担当

二見伸吾（ふとめ・しんど）

いろはにこんぺいとう №1
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